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◆ファインダーの向こう側……………… ～

◆ふれあい交差点・赤ちゃん…………… ～

◆クッキング……………………………… 　　

「No.1 はキミだ」優勝者の

奥地信之さんと生駒美都子さん
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総
合
型
地
域
ス
ポ
ー
ツ
ク
ラ
ブ
で
は

次
の
よ
う
な
活
動
を
目
指
し
ま
す

総
合
型
地
域
ス
ポ
ー
ツ
ク
ラ
ブ
と
は

総合型地域スポーツクラブを育成し、

町民みんなが週一回のスポーツを！

総合型地域スポーツクラブの

育成に向けて！
総合型地域スポーツクラブの

育成に向けて！

　
「
総
合
型
」
と
は
、
３
つ
の
多

様
性
を
包ほ

う
が
ん含

し
て
い
る
こ
と
を
指

し
て
い
ま
す
。
一
つ
は
種
目
の
多

様
性
、
一
つ
は
世
代
や
年
齢
の
多

様
性
、
そ
し
て
、
も
う
一
つ
は
技

術
の
多
様
性
で
す
。
総
合
型
地
域

ス
ポ
ー
ツ
ク
ラ
ブ
は
こ
う
し
た
多

様
性
を
持
ち
、
日
常
的
に
活
動
の

拠
点
と
な
る
施
設
を
中
心
に
、
会

員
で
あ
る
地
域
住
民
個
々
人
の
ニ

ー
ズ
に
応
じ
た
活
動
が
、
質
の
高

い
指
導
者
の
も
と
に
行
え
る
ス
ポ

●
身
近
な
体
育
施
設
を
利
用
し
て
、
地
域
住
民
が
主
体
的
に
組
織
を
構
成

し
運
営
し
ま
す
。

●
今
ま
で
の
単
一
種
目
で
は
な
く
、
様
々
な
ニ
ー
ズ
に
対
応
し
、
参
加
し

や
す
い
体
制
を
と
り
、
子
ど
も
か
ら
高
齢
者
ま
で
が
継
続
的
に
ス
ポ
ー

ツ
に
親
し
め
る
よ
う
、
複
合
型
種
目
の
組
織
に
し
て
い
き
ま
す
。

●
学
校
完
全
週
５
日
制
に
対
応
し
、
少
年
期
、
青
年
期
の
望
ま
し
い
形
の

ス
ポ
ー
ツ
体
験
を
支
援
し
て
い
き
ま
す
。

●
子
ど
も
か
ら
高
齢
者
、
ま
た
障
害
を
持
つ
人
も
一
つ
の
ク
ラ
ブ
に
所
属

し
、
そ
れ
ぞ
れ
が
交
流
す
る
こ
と
に
よ
っ
て
、
豊
か
な
生
涯
ス
ポ
ー
ツ

社
会
の
構
築
に
寄
与
し
て
い
き
ま
す
。

●
希
薄
に
な
り
つ
つ
あ
る
地
域
住
民
の
つ
な
が
り
を
つ
く
り
、
望
ま
し
い

形
の
地
域
活
性
化
を
図
っ
て
い
き
ま
す
。

●
文
化
と
し
て
の
ス
ポ
ー
ツ
、
生
活
に
癒
着
し
た
ス
ポ
ー
ツ
の
振
興
を
図

る
こ
と
に
よ
っ
て
、
人
々
の
生
き
が
い
づ
く
り
、
健
康
で
明
る
く
、
豊

か
な
生
活
づ
く
り
を
支
援
し
て
い
き
ま
す
。

ー
ツ
ク
ラ
ブ
で
す
。

　

し
た
が
っ
て
、
総
合
型
地
域
ス

ポ
ー
ツ
ク
ラ
ブ
の
主
役
は
「
地

域
」
の
住
民
の
皆
さ
ん
で
あ
り
、

「
地
域
」
の
皆
さ
ん
が
各
地
域
で

そ
れ
ぞ
れ
育
み
、
発
展
さ
せ
て
い

く
も
の
で
す
。
誰
も
が
行
い
た
い

ス
ポ
ー
ツ
を
自
由
に
選
択
で
き
る

と
と
も
に
、
各
種
の
イ
ベ
ン
ト
な

ど
が
い
ろ
い
ろ
な
形
で
楽
し
む
こ

と
が
で
き
る
身
近
な
場
に
な
る
こ

と
を
目
指
し
ま
す
。

総
合
型
地
域
ス
ポ
ー
ツ
ク
ラ
ブ
と
は

総
合
型
地
域
ス
ポ
ー
ツ
ク
ラ
ブ
で
は

次
の
よ
う
な
活
動
を
目
指
し
ま
す
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　平成１４年１２月　　総合型地域スポーツクラブ設立準備委員会　委員公募

　平成１５年　１月　　総合型地域スポーツクラブ設立準備委員会　設立

　平成１６年　１月　　総合型地域スポーツクラブを設立

　

人
と
人
と
の
つ
な
が
り
が
希
薄

に
な
り
、
世
代
が
違
う
と
互
い
に

何
を
考
え
て
い
る
の
か
、
さ
っ
ぱ

り
わ
か
ら
な
い
。
こ
の
先
、
い
っ

た
い
ど
ん
な
世
の
中
に
な
っ
て
し

ま
う
の
や
ら
？
こ
ん
な
疑
問
や
不

安
を
み
な
さ
ん
抱
い
て
い
ま
せ
ん

か
。

　

人
が
集
い
、
と
も
に
心
地
よ
い

汗
を
か
き
、
何
か
を
共
有
す
る
こ

と
で
人
は
人
と
の
「
つ
な
が
り
」

を
感
じ
、
そ
の
大
切
さ
に
ふ
れ
る

こ
と
が
で
き
ま
す
。
総
合
型
地
域

ス
ポ
ー
ツ
ク
ラ
ブ
は
、
そ
ん
な
場

で
あ
り
た
い
と
思
い
ま
す
。

　

子
ど
も
か
ら
大
人
ま
で
、
誰
も

が
い
つ
で
も
気
軽
に
楽
し
め
る
、

そ
ん
な
ス
ポ
ー
ツ
ク
ラ
ブ
を
み
ん

な
で
つ
く
り
ま
せ
ん
か
！

委
員
を
募
集
し
ま
す

委
員
を
募
集
し
ま
す

　

平
成
15
年
１
月
に
立
ち
上
げ

予
定
の
総
合
型
地
域
ス
ポ
ー
ツ
ク

ラ
ブ
設
立
準
備
委
員
会
は
、
20
名

（
町
内
ス
ポ
ー
ツ
関
係
者
15
名
、

一
般
公
募
５
名
）で
構
成
し
、平
成

16
年
１
月
の
ク
ラ
ブ
設
立
に
向

け
１
年
間
活
動
し
ま
す
。そ
し
て
、

月
１
回
の
平
日
の
夜
間
に
委
員
会

を
開
催
し
、御
浜
町
の
現
状
に
あ

っ
た
よ
り
よ
い
総
合
型
地
域
ス
ポ

ー
ツ
ク
ラ
ブ
設
立
に
向
け
、町
内

ス
ポ
ー
ツ
振
興
の
検
討
を
重
ね
な

が
ら
マ
ス
タ
ー
プ
ラ
ン
を
作
成

し
、各
種
ス
ポ
ー
ツ
団
体
へ
の
説

明
会
や
講
演
会
等
を
実
施
し
て
い

く
予
定
で
す
。地
域
の
方
々
の
ご

理
解
と
ご
協
力
で
、み
ん
な
の
ス

ポ
ー
ツ
ク
ラ
ブ
が
設
立
で
き
る
よ

う
活
動
し
て
い
き
た
い
と
考
え
て

お
り
ま
す
。

　

今
回
は
、町
の
ス
ポ
ー
ツ
振
興

の
た
め
に
ご
提
言
い
た
だ
け
る
方

を
、一
般
公
募
と
し
て
５
名（
御
浜

町
在
住
・
在
勤
の
成
人
）募
集
し
ま

す
。（
応
募
者
多
数
の
場
合
は
、抽

選
を
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
す
。）募

集
期
間
は
、
12
月
２
日（
月
）か
ら

12
月
９
日（
月
）ま
で
で
す
。ふ
る

っ
て
応
募
し
て
く
だ
さ
い
。

総 合 型
地域スポーツクラブ

自主運営・受益者負担

拠点施設

地域のスポーツ施
設を計画的に有効
利用する

一貫指導

初心者から上級者
まで一貫した指導
体制で指導

多  種  目

自分の好きな種目を選んで
いつでも楽しめる

多  世  代

年齢・性別を問わず生涯を
とおして気軽にスポーツを
楽しめる

地域コミュニティ

地域の様々な人と接するこ
とで、友好の輪が広がる

スポーツ事業

クラブ会員が一同に介し
て、スポーツを楽しめる組
織的事業

御浜町における総合型地域スポーツクラブの設立に向けた今後の予定

†
申
し
込
み
・

問
い
合
わ
せ
先
†

教
育
委
員
会 

生
涯
学
習
係


３
│
０
５
２
６
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●仮に、南郡・熊野市が合併したと想定した場合の財政シミュレーション

　歳入面では、地方交付税等をかなり厳しく見積もっているが、合併特例による財政措置あるいは財政
の効率化により、合併後 13年間は単年度収支で黒字計上となります。しかし、それ以降、地方交付税
の減少、公債費の増大により赤字に転じます。15年間の累積黒字が 130億円余りとなることから、かな
りの余裕があるように見えますが、現実的には、合併特例債の活用による新たな施設等の維持管理費や、
公営企業会計との関係等が考慮されていないので楽観はできません。さらに赤字に転じる平成 30年度
以降の対策については、将来の公債費負担を考慮した合併特例債の計画的な借り入れを検討する必要が
あります。また、合併特例による歳入増は、基本的には歳出を伴うものと推計しているので、合併によ
る収支の改善は、合併による財政効率化が大きな原因と考えられます。

区　　　　分 平成１７年度 平成２２年度 平成２７年度 平成３２年度

地　　方　　税 ３，４７２ ３，４１６ ３，３５５ ３，２９２

地方交付税 １０，７６４ ９，９３８ ９，４７２ ７，１９５

うち普通交付税 ９，１２４ ８，７６８ ８，４３１ ６，４６２

うち特別交付税 １，６４０ １，１７０ １，０４１ ７３３

国・県支出金 ３，７９１ ３，７９１ ３，７９１ ３，７９１

地　　方　　債 ２，９４３ ２，３８１ １，２１９ １，２１９

そ　　の　　他 ３，２１１ ３，４１１ ３，４１１ ３，３７１

うち合併後の市町村振興基金繰入金 ０ ２００ ２００ １６０

歳　入　合　計 ２４，１８１ ２２，９３７ ２１，２４８ １８，８６８

区　　　　分 平成１７年度 平成２２年度 平成２７年度 平成３２年度

人　　件　　費 ５，８７８ ５，３７４ ４，８５６ ４，４０９

扶　　助　　費 １，３０４ １，３０４ １，３０４ １，３０４

公　　債　　費 ２，６１５ ２，０９２ ２，４７８ ２，６０４

普通建設事業費 ５，９６０ ５，９６０ ４，７３７ ４，７３７

そ　　の　　他 ８，３０５ ６，６４４ ６，６４４ ６，６４５

うち物件費 ３，４１０ ２，３４１ ２，３４１ ２，３４１

うち合併後の市町村振興基金積立金 ５９２ ０ ０ ０

歳　出　合　計 ２４，０６２ ２１，３７４ ２０，０１９ １９，６９９

歳入歳出差引額 １１９ １，５６３ １，２２９ ▲８３１

（歳　入） [5市町村合併想定市 ] （単位：百万円）

（歳　出）

　広域合併コーナー　広域合併コーナー　広域合併コーナー
財政シミュレーション特集　財政シミュレーション特集　財政シミュレーション特集　財政シミュレーション特集　財政シミュレーション特集　

　広域合併コーナー
財政シミュレーション特集　
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区　　　　分 平成１７年度 平成２２年度 平成２７年度 平成３２年度

地　　方　　税 １，９２７ １，９１４ １，８９５ １，８７５

地方交付税 ６，２５８ ５，７９１ ５，５１８ ４，１０２

うち普通交付税 ５，４７８ ５，２９５ ５，０７７ ３，８０２

うち特別交付税 ７８０ ４９６ ４４１ ３００

国・県支出金 １，７２５ １，７２５ １，７２５ １，７２５

地　　方　　債 １，７８７ １，３６７ ５８８ ５８８

そ　　の　　他 １，７０７ １，８５７ １，８５８ １，８１８

うち合併後の市町村振興基金繰入金 ０ １５０ １５０ １１０

歳　入　合　計 １３，４０４ １２，５６４ １１，５８４ １０，１０８

区　　　　分 平成１７年度 平成２２年度 平成２７年度 平成３２年度

人　　件　　費 ２，７６５ ２，４９２ ２，２３２ ２，０２７

扶　　助　　費 ３８５ ３８５ ３８５ ３８５

公　　債　　費 １，４１３ １，１７１ １，３９５ １，４８３

普通建設事業費 ３，３８０ ３，３８０ ２，５６０ ２，５６０

そ　　の　　他 ５，３６５ ４，２５９ ４，２６０ ４，２５９

うち物件費 ２，０７８ １，４１４ １，４１４ １，４１４

うち合併後の市町村振興基金積立金 ４４２ ０ ０ ０

歳　出　合　計 １３，３０８ １１，６８７ １０，８３２ １０，７１４

歳入歳出差引額 ９６ ９６７ ７５２ ▲６０６

●仮に、南郡・熊野市が合併したと想定した場合の財政シミュレーション

　もし南郡４町村のみで合併して新しい町になったと仮定した場合、全体的な傾向としては、５市町村
で合併したと想定した場合と同様の傾向で推移するが、数字的には５市町村の場合の約 55％から 70％
の数値となっており、合併後 13年間は 5市町村の場合と同様に単年度収支で黒字計上となっています。
しかし、それ以降は、地方交付税の減少、公債費の増大により赤字に転じています。15年間の累積黒字
が 76億円余りあることから、かなりの余裕があるように見えるが、5市町村と同様に楽観はできません。
ただし、合併後の面積が 5市町村に比べて約半分の面積であり、より効率的な行政運営を図ることは可
能かと考えられます。

（歳　入） [4町村合併想定町 ] （単位：百万円）

（歳　出）

広域合併コーナー
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　収支面では、15年間をとおして、歳入の減少の影響から赤字計上となっています。赤字額は、過疎債

の借入れができなくなる影響などで平成 17年度から数年間は大きな数値となっています。その後、平

成 27年度までは、公債費の減少などにより赤字額は減少するものの、合併想定のシミュレーションと

同様に、地方交付税の減少の影響から、平成 28年度に再び赤字額が増加に転じます。現在 (概ね過去 3

年間 )の行政サービスの維持は早い段階で困難となると予想されるので、早急に行財政改革に取組み、

財政の効率化を図っていく必要に迫られています。また、現在政府等で検討がなされている税源移譲や

補助金の廃止縮減、交付税の見直し (三位一体の改革）などの町財政への影響が大きいと予想されるも

のの、今回の財政シミュレーションには具体的な方向性が不透明なため反映することができなかったこ

とから、今後はこれらの動向にも充分注意して今後の財政運営に取組む必要が重要です。

　更に、最近の地方制度調査会などの地方自治体のあり方の検討を見る場合に、合併しなかった町村に

対する権限の縮小案も出されており、今後その動向も念頭において検討する必要があると思われます。

歳入歳出差引額 ▲１８３ ▲５６ ▲２０ ▲２１６

●合併せずに、御浜町単独と想定した場合の財政シミュレーション

区　　　　分 平成１７年度 平成２２年度 平成２７年度 平成３２年度

地　　方　　税 ７３３ ７３３ ７２６ ７１７

地方交付税 ２，３７６ ２，２４５ ２，１１３ １，９８９

うち普通交付税 ２，２００ ２，０７９ １，９５７ １，８４２

うち特別交付税 １７６ １６６ １５６ １４７

国・県支出金 ５６１ ５６１ ５６２ ５６２

地　　方　　債 １８７ １８７ １８７ １８７

そ　　の　　他 ７５５ ６３２ ６２８ ５３７

うち合併後の市町村振興基金繰入金 ０ ０ ０ ０

歳　入　合　計 ４，４３２ ４，３５８ ４，２１６ ３，９９２

区　　　　分 平成１７年度 平成２２年度 平成２７年度 平成３２年度

人　　件　　費 １，１０２ １，０５４ １，００５ １，００９

扶　　助　　費 １６８ １６７ １６９ １７０

公　　債　　費 ６２３ ４７０ ３４０ ３０７

普通建設事業費 ８６２ ８６２ ８６２ ８６２

そ　　の　　他 １，８６０ １，８６１ １，８６０ １，８６０

うち物件費 ５５１ ５５１ ５５１ ５５１

うち合併後の市町村振興基金積立金 ０ ０ ０ ０

歳　出　合　計 ４，６１５ ４，４１４ ４，２３６ ４，２０８

（歳　入） [御浜町単独 ] （単位：百万円）

（歳　出）

広域合併コーナー
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1 市役所や役場が遠くなって不便になりませんか？
現在の役場を支所等として残すことで窓口サービスは、従来と同じように利用でき、かつ利用可

能な窓口が増加します。住民票の交付は、平成１５年８月から、全国どこからでも利用できるよ

うになる予定です。

2 中心部だけ良くなって、周辺部はさびれませんか？
合併前に各地域の住民の意見を反映させながら、合併後のまちづくりをどのように進めていくか

を話し合い、中心部だけでなく、周辺部のことにも配慮したまちづくりの計画を作成していくこ

とになります。また、地域のきめ細かな意見を反映させるために、一定の期間合併前の旧市町村単位で

地域審議会を設置することができます。

3 各地域の歴史や文化、伝統などが失われませんか？
合併はそれまでの市町村を同じカラーで塗りつぶそうというものでなく、より大きな範囲で新し

いまちづくりを考えようというものです。合併後にも、それぞれの地域において育まれた歴史、

文化、伝統などを尊重した地域づくりを行ったり、旧地名を残していく等の工夫をすることで各地域の

個性を活かしたまちづくりは可能です。

4 市町村合併の期限はあるのでしょうか？
期限はありません。市町村の合併は、地方自治法により手続きをすればいつでもできます。

しかし、国の手厚い財政支援などのある現在の合併特例法の有効期限は、平成１７年３月３１日

までとなっています。

5 市町村合併は、もう、決まっているんですか？
いいえ、決まっていません。正式に合併を決めるためには、法定協議会を設置し、最終的に合併

の是非を判断した上で、各市町村の議会がそれぞれ合併を議決する必要があります。

6 市（町）長の身分、任期はどうなるのですか？
新設合併なら、全員任期を残したまま失職し、合併後５０日以内に市（町）長選挙を行い、新市（町）

長を選出することになります。

7 議員の任期はどうなるのですか？
議員の定数、在任等については、法律でそれぞれ特例措置が設けられており、合併の形態にもよ

りますが、いくつかの選択肢から選んでいくことになります。合併時に選挙を実施するか、2 年を

超えない範囲でそのまま在任し、次の選挙を法定数内で実施する、というものです。

市町村合併に関するＱ＆Ａ
Q

A

Q

A

Q

A

Q

A

広域合併コーナー

Q

A

Q

A

Q

A
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固
定
資
産
税

（
土
地
・
家
屋
）に

関
す
る
お
願
い

国
民
年
金

保
険
料
の

納
付
は
国
民
の
義
務
！

　

し
か
し
、
未
加
入
者
と
未
納
者

を
合
わ
せ
た
数
は
、
被
保
険
者
全

体
の
５
％
に
過
ぎ
ま
せ
ん
。

　

ま
た
、
社
会
保
険
方
式
を
と
る

国
民
年
金
で
は
、
保
険
料
納
付
に

応
じ
て
年
金
額
が
決
ま
る
の
で
、

未
加
入
・
未
納
付
期
間
分
に
つ
い

て
は
将
来
の
年
金
給
付
は
な
く
、

「
た
だ
乗
り
」
は
生
じ
な
い
仕
組

み
で
す
の
で
、
保
険
料
を
納
め
な

い
人
の
増
加
が
、
公
的
年
金
の
財

政
を
大
き
く
揺
る
が
し
制
度
を
崩

壊
さ
せ
る
、
と
い
う
状
況
に
あ
る

わ
け
で
は
あ
り
ま
せ
ん
。

　

だ
か
ら
と
い
っ
て
、「
自
分
は

　

日
本
国
内
に
住
所
の
あ
る
20

歳
以
上
60
歳
未
満
の
す
べ
て
の

方
に
は
、
国
民
年
金
へ
の
加
入
が

義
務
づ
け
ら
れ
て
い
ま
す
。
と
こ

ろ
が
最
近
、
加
入
し
て
い
て
も
保

険
料
を
納
め
な
い
人
が
増
え
て
い

る
こ
と
か
ら
、「
国
民
年
金
は
つ

ぶ
れ
る
の
で
は
な
い
か
？
」
と
心

配
す
る
声
が
よ
く
聞
か
れ
ま
す
。

税
務
住
民
課
か
ら
の

お
知
ら
せ

　

12
月
は
、
町
県
民
税
第
4

期
お
よ
び
国
民
健
康
保
険
税
第

５
期
の
納
期
と
な
っ
て
お
り
ま

す
。

　

納
期
限
ま
で
に
忘
れ
ず
に
納

め
ま
し
ょ
う
。

納
期
限
12
月
25
日
（
水
）

※
納
税
は
口
座
振
替
が
便
利
で
す
。

　所得税は、１年間の所得を翌年の確定申告期間に申告し納税
することになっています。
　正しく計算し申告するためには、収入金額や必要経費に関す
る日々の取引の状況を記帳し、また、取引に伴い作成したり受
け取ったりした書類を保存しておく必要があります。

※お分かりにならない点は、税務署へご相談を！
†問い合わせ先†
尾 鷲 税 務 署　　　０５９７２－２－２２２２

記　帳　と　決　算

脱 税 は 社 会 公 共 の 敵

法　定　調　書　の　提　出
　給料、報酬、料金などの支払者は、支払先の住所、氏名、支
払金額などを記載した書類（法定調書）について、1年間の支
払分を取りまとめ、税務署に提出しなければなりません。
　
◆法定調書の提出期限は、支払った年の翌年 1年 31日です。

　　（※配当等の一部の法定調書は除きます。）

正しい法定調書を、期限に遅れないように提出しましょう。

　脱税は、犯罪です。査察調査により脱税の事実が判明すると、
刑事事件として検察官に告発されます。
　大口・悪質な脱税者には、税金を追徴するだけでなく、罰金
刑や懲役刑という刑事責任も追及されます。

　脱税は、いわば社会公共の敵というべきものです

年
金
が
貰
え
な
く
て
も
い
い
」、

だ
か
ら
「
保
険
料
を
納
め
な
く
て

も
い
い
」
と
い
う
こ
と
に
は
な
り

ま
せ
ん
。
保
険
料
を
納
め
な
い
人

は
、
世
代
間
扶
養
と
い
う
社
会
連

帯
の
輪
の
中
で
、
自
分
の
義
務
を

果
た
し
て
い
な
い
ば
か
り
で
は
な

く
、
他
人
の
保
険
料
に
よ
っ
て
自

分
の
親
の
老
後
を
心
配
し
な
い
で

い
い
と
い
う
、
公
的
年
金
の
恩
恵

だ
け
を
受
け
て
い
る
こ
と
に
な
る

か
ら
で
す
。
ま
た
、
未
加
入
・
未

納
者
が
増
え
る
と
、
保
険
料
が
上

昇
し
、
が
ん
ば
っ
て
保
険
料
を
納

め
て
い
る
人
に
迷
惑
を
か
け
る
こ

と
に
も
な
り
ま
す
。

　

国
民
年
金
へ
の
加
入
、
保
険
料

の
納
付
は
、
自
分
だ
け
の
問
題
で

は
な
い
の
で
す
。
必
ず
加
入
し
、

き
ち
ん
と
納
め
ま
し
ょ
う
。

　

な
お
、
経
済
的
な
理
由
な
ど
に

よ
り
保
険
料
を
納
め
る
こ
と
が
出

来
な
い
人
の
た
め
に
、
保
険
料
の

免
除
制
度
が
あ
り
ま
す
が
、
こ
の

制
度
を
利
用
す
る
に
は
、
申
請
手

続
き
が
必
要
で
す
。

†
問
い
合
わ
せ
先
†

税
務
住
民
課　

く
ら
し
と
相
談
係


３
│
０
５
１
２
（
担
当 

林
）

　

土
地
や
建
物
に
係
る
固
定
資
産

税
を
適
正
に
課
税
す
る
た
め
、所

有
し
て
い
る
固
定
資
産
に
次
の
よ

う
な
変
更
等
が
あ
っ
た
時
は
、ご

連
絡
を
お
願
い
し
ま
す
。

○
建
物
を
取
り
壊
す
と
き
、又
は

取
り
壊
し
た
と
き

○
新
し
い
建
物
を
建
て
る
と
き

（
車
庫
、倉
庫
、納
屋
等
も
含
む
）

○
未
登
記
の
建
物
を
売
買
又
は
相

続
し
た
と
き

○
土
地
の
利
用
状
況
が
変
わ
っ 

た
と
き（
農
地
か
ら
宅
地
な
ど
）

※
固
定
資
産
税
は
、毎
年
１
月
1

日
時
点
の
状
況
を
も
っ
て
課
税

し
て
い
ま
す
。

◆
固
定
資
産
の
変
化
に
迅
速
に
対

応
し
、誤
り
の
な
い
適
正
な
課

税
が
行
わ
れ
る
よ
う
、皆
さ
ん

の
ご
協
力
を
お
願
い
し
ま
す
。

†
ご
連
絡
及
び
問
い
合
せ
先
†

税
務
住
民
課　

賦
課
係

　

３
│
０
５
１
０

固
定
資
産
税

（
土
地
・
家
屋
）に

関
す
る
お
願
い
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季
節

　
カ
レ
ン
ダ
ー

季
節

　
カ
レ
ン
ダ
ー

12月

No.264

指のささくれ

救急箱チェック

1 年の終わりに

洗
剤
を
使
う
こ
と
で
、皮
膚
を
保
湿

で
き
に
く
い
状
態
に
あ
り
ま
す
。

　

さ
さ
く
れ
に
気
づ
い
た
ら
、
爪

切
り
や
眉
毛
切
り
等
の
カ
ー
ブ
の

あ
る
は
さ
み
で
、
で
き
る
だ
け
根

元
か
ら
切
っ
て
し
ま
い
ま
し
ょ

う
。
そ
の
あ
と
、
ハ
ン
ド
ク
リ
ー

ム
を
す
り
込
み
な
が
ら
指
や
手
全

体
を
マ
ッ
サ
ー
ジ
し
、
血
行
を
よ

く
す
る
こ
と
が
ケ
ア
の
ポ
イ
ン
ト

で
す
。

　

ま
た
、
防
止
策
は
、「
乾
燥
し

た
な
」
と
思
っ
た
ら
、
す
ぐ
に
保

湿
を
心
が
け
る
こ
と
で
す
。
顔
の

ス
キ
ン
ケ
ア
と
同
様
、
手
指
の
ス

キ
ン
ケ
ア
も
習
慣
に
す
る
と
よ
い

で
し
ょ
う
。

　

今
年
も
あ
と
１
ヶ
月
で
終
わ
り
で
す
。
お
正

月
に
向
け
て
の
大
そ
う
じ
も
始
め
な
け
れ
ば
な

り
ま
せ
ん
ね
。
窓
ふ
き
や
電
気
の
カ
サ
等
、
き

れ
い
に
す
る
所
は
た
く
さ
ん
あ
り
ま
す
が
、「
救

急
箱
」
の
大
そ
う
じ
も
お
忘
れ
な
く
。

＋
救
急
箱
に
常
備
し
て
お
く
と
よ
い
も
の

　

薬
は
余
り
た
く
さ
ん
そ
ろ
え
る
必
要
は
あ
り

ま
せ
ん
。
休
日
や
夜
間
、
突
然
の
け
が
等
、
急

に
薬
が
必
要
な
時
と
考
え
ま
し
ょ
う
。

　

基
本
的
に
飲
み
薬
（
内
服
薬
）
は
、
総
合
感

昌
薬
（
風
邪
薬
）、
総
合
胃
腸
薬
等
、
ひ
と
つ
で

様
々
な
症
状
に
対
応
で
き
る
も
の
を
用
意
し
て

お
く
と
安
心
で
す
。
そ
れ
に
プ
ラ
ス
し
て
、
自

分
の
体
質
に
合
わ
せ
た
薬
も
用
意
し
て
お
き
ま

し
ょ
う
。

　

外
用
薬
で
は
、
キ
ズ
薬
、
消
毒
薬
、
か
ゆ
み

止
め
等
が
必
需
品
で
す
。

　

さ
さ
く
れ
は
、爪
の

わ
き
を
被お

お

っ
て
い
る
薄

い
皮
膚
の
角
質
層
が
乾

燥
し
て
は
が
れ
る
こ
と

か
ら
起
き
る
そ
う
で

す
。し
か
も
、顔
に
比
べ

て
皮
脂
や
汗
の
分
泌
が

少
な
い
う
え
、一
日
に

何
度
も
手
を
洗
っ
た
り

判
断
で
同
じ
よ
う
な
症
状
だ
か
ら
と
飲
む
の
は

厳
禁
で
す
。
症
状
が
似
て
い
て
も
原
因
が
異
な

る
場
合
が
あ
り
ま
す
の
で
、
そ
の
つ
ど
診
察
を

受
け
る
よ
う
に
し
ま
し
ょ
う
。

　

湿
布
薬
も
同
様
で
す
。
誰
が
使
っ
て
も
安
全

と
気
軽
に
あ
げ
て
し
ま
い
が
ち
で
す
が
、
冷
湿

布
の
中
に
は
解
熱
鎮
痛
薬
と
同
じ
成
分
が
入
っ

た
も
の
も
あ
り
、
人
に
よ
っ
て
は
ぜ
ん
そ
く
を

引
き
起
こ
す
場
合
も
あ
る
そ
う
で
す
。
ま
た
、

温
湿
布
に
は
ト
ウ
ガ
ラ
シ
成
分
が
入
っ
て
お
り
、

皮
膚
の
弱
い
人
に
は
刺
激
が
強
す
ぎ
て
、
ヒ
リ

ヒ
リ
痛
く
な
る
場
合
も
あ
り
ま
す
。

＋
救
急
箱
の
保
存
場
所

　

高
温
多
湿
や
直
射
日
光
を
避
け
る
こ
と
が
薬

の
保
存
の
基
本
で
す
。
乳
幼
児
の
い
る
家
庭
で

は
、
子
ど
も
の
手
の
届
か
な
い
場
所
に
保
管
す

る
こ
と
が
大
切
で
す
。
例
え
ば
、
整
理
ダ
ン
ス

の
上
の
引
き
出
し
等
が
、
日
光
も
避
け
ら
れ
湿

気
も
少
な
い
で
し
ょ
う
。
浴
室
、
洗
面
所
、
台

所
な
ど
は
不
向
き
で
す
。

＋
薬
の
使
用
期
限
に
つ
い
て

　

薬
の
パ
ッ
ケ
ー
ジ
に
使
用
期
限
が
記
載
さ
れ

て
い
ま
す
が
、
こ
れ
は
未
開
封
の
場
合
の
期
限

で
す
。
開
封
後
の
期
限
は
、
薬
や
保
存
状
態
に

よ
っ
て
も
違
い
ま
す
が
、
だ
い
た
い
半
年
で
す
。

そ
れ
は
、
開
封
す
る
と
直
接
空
気
や
雑
菌
に
触

れ
や
す
く
、
変
質
し
や
す
い
か
ら
で
す
。
見
た

目
に
は
変
わ
ら
な
く
て
も
変
質
し
て
効
か
な
く

な
っ
て
い
た
り
、
副
作
用
を
起
こ
す
可
能
性
も

あ
り
ま
す
。

　

開
封
し
て
か
ら
半
年
以
上
で
使
い
き
れ
な

か
っ
た
と
い
う
こ
と
は
、そ
の
間
健
康
で
い
ら
れ

た
と
い
う
こ
と
で
す
。古
い
も
の
は
捨
て
て
し
ま

い
新
し
い
も
の
に
交
換
し
て
お
き
ま
し
ょ
う
。

　

ま
た
、
薬
を
開
封
し
た
際
、
び
ん
の
ふ
た
等

に
開
封
し
た
年
月
日
を
記
入
し
て
お
く
と
、
使

用
期
限
が
チ
ェ
ッ
ク
し
や
す
い
で
し
ょ
う
。

＋
残
っ
た
処
方
薬
に
つ
い
て

　

処
方
薬
は
、
医
師
の
指
示
の
も
と
で
使
う
こ

と
が
鉄
則
で
す
。
病
院
、診
療
所
で
の
処
方
薬
は
、

医
師
が
き
ち
ん
と

体
質
を
チ
ェ
ッ
ク

し
て
薬
剤
師
の
確

認
も
得
て
い
ま
す

の
で
、
本
人
が
使

う
ぶ
ん
に
は
安
心

で
す
。
し
か
し
、

体
質
も
分
か
ら
な

い
他
人
に
あ
げ
る

こ
と
は
大
変
危
険

で
す
の
で
や
め
ま

し
ょ
う
。
本
人
の

場
合
で
も
、
素
人

　 　内服薬 　 外用薬

解熱鎮痛薬 ◎ 目薬 ◎

総合感昌薬 ◎ キズ薬 ◎

せき止め ○ 消毒薬 ◎

鼻炎用薬 ○ かゆみ止め ◎

総合胃腸薬 ◎ 湿布薬 ◎

整腸薬 ○ 化膿止め △

便秘薬 ○ うがい薬 △

下痢止め △ 浣腸薬 △

乗り物酔い防止薬 ○

ビタミン剤 △ 　 その他

体温計 ◎

　  衛生材料 ピンセット ◎

ガーゼ ◎ はさみ ◎

包帯 ◎ ペンライト △

ばんそうこう ◎

脱脂綿 △

◎…必要なもの
○…体質によって、あったほうがよいもの
△…余裕があれば、あってもいいもの
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人 権 週 間
12/4～12/10

放
送
大
学
学
生
募
集

特
別
永
住
者
の
皆
さ
ん
へ

このコーナーは、
　　身近な情報を
　　　　皆さんにお伝えする

コーナーです

役場本庁での窓口証明業務（戸籍・住民票・印鑑証明のみ）は

  午後６時15分まで受付しています。（月～金）

県保険医協会
　朝９時から翌朝９時まで24時

間、同内容のテープが流れます。

（祝日は前日のテープ）

　毎月内容が変更されます。

０
（津局）

５９-223-1
い
1
い
1
医
4
師

月

火

水

木
金
土
日
お酒の上手な飲み方

脳卒中

目の前に黒いものが見える

しもやけ・あかぎれ

インプラントは本当に安全か？

12月のテーマ

健康情報テレホンサービス

（フリーダイヤル）

０１２０-141154

　

特
別
永
住
者
（
サ
ン
フ
ラ
ン
シ

ス
コ
平
和
条
約
に
よ
り
日
本
国
籍

を
離
脱
し
、
日
本
国
内
に
永
住
し

て
い
る
者
）
で
旧
軍
人
軍
属
等
で

あ
っ
た
方
及
び
そ
の
遺
族
の
皆
さ

ん
へ
弔
慰
金
・
見
舞
金
が
支
給
さ

れ
ま
す
。

【
対
象
者
】
昭
和
12
年
７
月
７
日

以
降
の
公
務
傷
病
に
よ
り

①
昭
和
16
年
12
月
８
日
以
降
死

　

亡
さ
れ
た
方
の
遺
族

②
重
度
の
障
害
の
状
態
に
あ
る
方

③
重
度
の
障
害
の
状
態
に
あ
っ
た

　

方
の
遺
族

【
支
給
額
】

①
・
③
に
該
当
す
る
遺
族
の
方　

　

弔
慰
金 

２
６
０
万
円

②
に
該
当
す
る
方

　

見
舞
金
等 

４
０
０
万
円

【
請
求
期
間
】

　

放
送
大
学
は
、
自
宅
で
学
べ
る

正
規
の
大
学
で
す
。
平
成
15
年
度

第
１
学
期
（
４
月
入
学
）
の
教
養

学
部
学
生
及
び
大
学
院
修
士
科
目

生
を
募
集
し
ま
す
。

【
学
生
の
種
類
】
▼
全
科
履
修
生

････

大
学
卒
業
を
目
的
に
学
ぶ
▼

選
科
履
修
生･

･
･
･

一
年
間
在
学

し
、
興
味
の
あ
る
科
目
を
選
び
学

ぶ
▼
科
目
履
修
生････
半
年
間
在

学
し
、
興
味
の
あ
る
科
目
を
学
ぶ

【
入
学
資
格
】
入
学
試
験
は
あ
り

ま
せ
ん
。
年
齢
は
、
大
学
卒
業
を

目
的
と
す
る
全
科
履
修
生
は
、
18

歳
以
上
。
ほ
か
は
、
15
歳
以
上

で
あ
れ
ば
可
。

【
学
習
方
法
】
自
宅
の
テ
レ
ビ
（
Ｃ

Ｓ
デ
ジ
タ
ル
放
送
又
は
、
ケ
ー
ブ

ル
テ
レ
ビ
放
送
）
で
放
送
授
業
を

視
聴
す
る
か
、
放
送
大
学
三
重
学

習
セ
ン
タ
ー
（
三
重
県
総
合
文
化

セ
ン
タ
ー
内
）
の
ビ
デ
オ
テ
ー
プ

等
を
利
用
し
て
学
習
し
ま
す
。

【
応
募
期
間
】

12
月
15
日
（
日
）
〜
２
月
28
日
（
金
）

※
大
学
院
修
士
科
目
生
は
、
お
問

い
合
せ
く
だ
さ
い
。

†
問
い
合
わ
せ
先
†

放
送
大
学
三
重
学
習
セ
ン
タ
ー


０
５
９
│
２
３
３
│
１
１
７
０

Ｆ
Ａ
Ｘ　
　

２
３
３
│
１
１
７
９

ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ

　

自
賠
責
保
険
・
共
済
は
、
万
一

の
交
通
事
故
の
際
の
基
本
的
な
対

人
賠
償
を
目
的
と
し
て
、
バ
イ
ク
・

原
付
自
転
車
を
含
む
す
べ
て
の
自

動
車
に
加
入
が
義
務
づ
け
ら
れ
て

い
る
保
険
で
す
。
車
検
制
度
の
な

い
バ
イ
ク
・
原
付
自
転
車
は
、
特

に
期
限
切
れ
、
か
け
忘
れ
に
ご
注

意
を
！

　

自
賠
責
制
度
の
詳
し
い
内
容
は
、

h
ttp
://w
w
w
.jib
a
ise
k
i.c
o
m

で
ご
覧
に
な
れ
ま
す
。

平
成
13
年
４
月
１
日
〜

　

平
成
16
年
３
月
31
日

†
問
い
合
わ
せ
先
†

福
祉
保
健
課　

福
祉
係


３
│
０
５
１
５
（
担
当　

山
本
）

自
賠
責
保
険
・
共
済
の
期
限
は

切
れ
て
い
ま
せ
ん
か
？

h
ttp
://w
w
w
.u
-a
ir.a
c.jp
/h
p

育てよう　一人一人の　人権意識
－身近なことから人権を考えてみませんか－

人 権 週 間
12/4～12/10

人権イメージキャラクター
人ＫＥＮまもる君

人権イメージキャラクター
人ＫＥＮあゆみちゃん

人権擁護委員はあなたの相談相手です。
隣近所のもめごと、家庭内（夫婦・親子・相続等）の問
題、いじめや体罰、職場でのセクハラ等でお悩みの
方は、下記人権擁護委員または相談所へお気軽に御
相談下さい。相談は無料で秘密は守られます。

　【人権擁護委員】
　　山下 榮一郎 (栗　須)　渡邊 三千代 (志　原)

　　下田 　文男 (阿田和)

　 相談場所等についての詳しいことは、津地方法務局
熊野支局（05978-5-2310）へお問い合わせ下さい。

津 地 方 法 務 局 熊 野 支 局
熊野人権擁護委員協議会
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言っては
　イケナイ英語

原田　高志 著

新刊案内

in
fo
rm
a
tio
n

c
o
rn
e
r

町図書館だより 新書のお知らせ
　

あ
な
た
が
会
社
員
だ
と
し
ま

す
。
外
国
か
ら
来
ら
れ
た
人
に
、

「
仕
事
は
何
で
す
か
？
」
と
尋
ね

ら
れ
た
ら
、
ど
う
答
え
ま
す
か
？

１.

“I a
m

 a
 b

u
sin

e
ssm

a
n
.”

　

と
答
え
る
。

２. 

英
語
が
で
き
る
人
に
、「
会
社

員
」
だ
と
答
え
て
も
ら
う
。

３. 

笑
っ
て
ご
ま
か
す
。

　

１
で
通
じ
る
だ
ろ
う
と
思
っ
た

方
、自
信
は
あ
り
ま
す
か
？
実
は
、

“I a
m

 a
 b

u
s
in

e
s
s
m

a
n
.”

は
、

「
私
は
会
社
の
重
役
で
す
。」と
い

う
意
味
に
な
る
の
で
す
。知
ら
ず

に
使
っ
て
い
た
方
は
ち
ょ
っ
と
恥

ず
か
し
い
思
い
を
し
た
か
も
し
れ

ま
せ
ん
ね
。

　

こ
の
よ
う
に
英
語
は
ス
ラ
ン
グ

だ
け
じ
ゃ
な
く
、単
語
の
さ
ま
ざ

ま
な
意
味
や
文
章
の
持
つ
ニ
ュ
ア

ン
ス
・
文
化
の
違
い
な
ど
の
た
め

に
、「
こ
れ
は
言
っ
て
は
イ
ケ
ナ

イ
」と
い
う
表
現
が
あ
り
ま
す
。そ

の
よ
う
な
、何
気
な
く
使
う
と
誤

解
を
受
け
た
り
、伝
え
た
い
こ
と

が
伝
わ
ら
な
か
っ
た
り
す
る
表
現

を
１
冊
に
ま
と
め
ま
し
た
。す
べ

て
の
表
現
に
は
、「
こ
う
言
え
ば
大

丈
夫
！
」と
い
う
フ
レ
ー
ズ
を
併

記
し
て
い
る
の
で
、正
し
い
英
語

が
す
ぐ
に
身
に
つ
く
は
ず
で
す
。

<

ま
え
が
き
よ
り>

向井千秋 小川　容子　著
京都小町塚殺人事件
 木谷　恭介　著
VOICE 17歳は世界の夢を見る
 リサ・モーガン　著
デジカメのえほん
 早坂　優子　著

第
８
回 

み
え
県
民
文
化
祭

圏
域
フ
ェ
ス
テ
ィ
バ
ル

　
　
　

東
紀
州
大
会

【
内　

容
】
こ
の
地
域
の
ダ
ン
ス

（
洋
舞
）
の
振
興
と
、
洋
舞
を
通

し
て
世
代
間
交
流
、
地
域
間
交
流

を
は
か
り
、
地
域
の
活
性
化
に
つ

な
げ
ま
す
。

【
日　

時
】
12
月
８
日
（
日
）

　
　

開
場　

午
後
０
時
30
分

　
　

開
演　

午
後
１
時
30
分

【
場　

所
】
中
央
公
民
館

【
入
場
料
】
無
料

【
出
演
団
体
】
阿
田
和
新
体
操
ク

ラ
ブ
、
御
浜
社
交
ダ
ン
ス
ク
ラ
ブ

他

†
問
い
合
わ
せ
先
†

紀
南
県
民
局
生
活
環
境
部

生
活
労
働
グ
ル
ー
プ　

西


０
５
９
７
８
│
９
│
６
１
６
９

【
申
込
方
法
】
電
話
又
は
Ｆ
Ａ
Ｘ

に
て
、
参
加
者
の
必
要
事
項
（
住

所
・
氏
名
・
年
齢
・
電
話
番
号
・

衣
装
の
サ
イ
ズ[

希
望
者
の
み]

・

仮
装
コ
ン
テ
ス
ト
参
加
の
有
無

等
）
を
ご
記
入
（
ご
連
絡
）
の
上
、

お
申
し
込
み
く
だ
さ
い
。

【
申
込
期
間
】

平
成
14
年
12
月
11
日
（
水
）

　

〜
平
成
15
年
１
月
10
日
（
金
）

※
新
企
画
と
し
ま
し
て
、
賞
品
総

額
15
万
円
相
当
の
物
産
が
当

た
る
仮
装
コ
ン
テ
ス
ト
も
行
い

ま
す
。

†
問
い
合
わ
せ
・
申
し
込
み
先
†

東
紀
州
地
域
活
性
化
事
業

推
進
協
議
会
紀
南
事
務
所


０
５
９
７
８
│
９
│
６
１
７
２

Ｆ
Ａ
Ｘ　
　
　
　

９
│
６
１
８
４

　

こ
の
秋
行
わ
れ
た
「
保
育
サ
ポ

ー
タ
ー
養
成
講
座
」
に
よ
り
、
熊

野
市
・
南
牟
婁
郡
に
53
名
の
保
育

サ
ポ
ー
タ
ー
が
誕
生
し
ま
し
た
。

　

保
育
サ
ポ
ー
タ
ー
は
、
21
世
紀

職
業
財
団
（
厚
生
労
働
省
の
指
定

法
人
）
に
登
録
を
し
て
活
動
し
て

お
り
、全
員
が
子
育
て
経
験
者
（
ま

た
は
保
育
士
の
資
格
を
持
っ
て
い

る
人
）
で
、
補
償
保
険
制
度
に
加

入
し
て
い
ま
す
。

　

例
え
ば
、
残
業
で
保
育
所
の
お

迎
え
時
間
に
間
に
合
わ
な
い
と
き

に
は
代
わ
り
に
迎
え
に
行
っ
て
面

倒
を
見
て
く
れ
た
り
、
外
出
先
に

子
ど
も
を
一
緒
に
連
れ
て
行
け
な

い
と
き
に
は
、
一
時
的
に
預
か
っ

て
く
れ
る
な
ど
、
あ
な
た
の
要
望

に
お
応
え
し
ま
す
。

　

保
育
内
容
や
保
育
料
は
サ
ポ
ー

ト
を
求
め
る
人
と
サ
ポ
ー
タ
ー
と

の
話
し
合
い
で
決
ま
り
ま
す
。
安

心
と
ゆ
と
り
あ
る
子
育
て
を

ほ

ん
の
少
し

応
援
し
て
く
れ
る
保

育
サ
ポ
ー
タ
ー
を
ご
活
用
く
だ
さ

い
。

†
問
い
合
わ
せ
先
†

（
財
）
21
世
紀
職
業
財
団

　
　
　
　
　

三
重
事
務
所


０
５
９
│
２
２
６
│
２
０
２
０

保
育
サ
ポ
ー
タ
ー
が

子
育
て
を
応
援
し
ま
す

第
３
回　

熊
野
古
道
仮
装
ウ
ォ
ー
ク

in
「
松
本
峠
」＆「
浜
街
道
」

参
加
者
大
募
集
！！

（中央公民館）

【
開
催
日
時
】

平
成
15
年
１
月
19
日
（
日
）

　
　
　
　
　
〔
小
雨
決
行
〕

　

受
付　

午
前
８
時
30
分
〜

　

出
発　

午
前
９
時
30
分

【
集
合
場
所
】

熊
野
市
役
所
前
駐
車
場

【
募
集
人
員
】
先
着
１
５
０
名

※
先
着
順
１
０
０
名
様（
希
望
者
）

　

に
巡
礼
衣
装
を
貸
与
し
ま
す
。

【
参
加
費
】
１
０
０
０
円
（
参
加

者
に
は
傘
、
杖
、
草わ

ら
じ鞋

等
を
記
念

品
と
し
て
お
持
ち
帰
り
い
た
だ
き

ま
す
。）
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尾
呂
志
保
育
所 

〜
ふ
れ
あ
い
会
〜


大
き
な
声
で

　
　
　
　
　

歌
っ
た
よ
。

　

11
月
６
日（
水
）、尾
呂
志
保
育
所
に
16
人
の
お
年
寄
り
を
招
い

て
ふ
れ
あ
い
会
が
行
わ
れ
ま
し
た
。園
児
の
自
己
紹
介
、歌
・
踊
り

の
披
露
の
後
は
、
一
緒
に
わ
ら
ぞ
う
り
づ
く
り
を
し
て
、
一
緒
に

昼
食
を
食
べ
ま
し
た
。

　

核
家
族
が
増
加
し
て
い
る
現
在
、子
ど
も
達
も
昔
の
よ
う
に
お

年
寄
り
と
ふ
れ
合
う
機
会
が
少
な
く
な
っ
て
い
ま
す
。
今
回
は
、

お
年
寄
り
と
ふ
れ
合
う
こ
と
で
、子
ど
も
た
ち
の
あ
た
た
か
い
気

持
ち
と
優
し
い
心
を
養
う
こ
と
を
目
的
に
開
催
さ
れ
ま
し
た
。


大
勢
で
食
べ
る
と

　
　
　
　
　

お
い
し
い
ね
。

わらぞうり作りわらぞうり作り
お
ば
あ
ち
ゃ
ん
た
ち
も

　
　

夢
中
に
な
っ
て

　
　

編
ん
で
い
ま
す
。


園
児
と
お
年
寄
り
の
間
で

わ
ら
ぞ
う
り
を
通
じ
た

　

コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
が

図
ら
れ
ま
し
た
。


素
敵
な
ぞ
う
り
が
で
き
ま
し
た
。

　本日のメインは、わらぞうり作り。園児たち
にとっては初めての体験でしたが、おじいちゃ
ん、おばあちゃんたちに教わりながら、自分の
足にあわせてぞうりを作りました。
　おじいちゃん、おばあちゃんたちも、「昔は
こうやってよう作ったんや。」と笑顔で昔を懐
かしみながら、器用な手つきで編んでいました。


ぼ
く
だ
け
じ
ゃ

う
ま
く
で
き
な
い
よ
。

　
「
お
ば
あ
ち
ゃ
ん
、

手
伝
っ
て
。」◆

次
号
は
阿
田
和
小
学
校
で
す
。
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秋季町民体育大会

互
選
句

第
一
位　

御
浜
町
教
育
長
賞
（
一
句
高
点
）

　

木
曽
の
駒こ

ま　

い
と
軽か

ろ

や
か
に　

秋
を
蹴け

る 

久
保　

ひ
ま

第
二
位　

文
化
協
会
長
賞
（
一
句
高
点
）

　

大
空
を　

突
い
て
老ろ

う
ば婆

が　

柿
落
と
す 

七
海　

笑
涙

佳
作
（
以
下
互
選
高
点
順
、
上
記
入
賞
者
を
除
く
）

　

放ほ
う
ぼ
く牧
の　

牛
に
貫か

ん
ろ
く録　

赤あ
か
と
ん
ぼ

蜻
蛉 

大
川　

青
螺

　

秋
し
ゅ
う
て
ん

天
や 

不
意
打
ち
く
は
す 

ぽ
ん
菓
子
屋 

榎
本　

楢
代

　

芭
蕉
忌き

や　

夜
更
け
て
開
く　

旅
日
記 

須
崎
久
美
子

　

古
道
よ
り　

千
の
田
眺な

が
む　

萩は
ぎ

の
花 

中
村　

幸
子

　

身
に
入し

む
や  

タ
ラ
ッ
プ
降
り
る  

拉ら

ち致
の
人 

桧
作　

豊
子

地
区
代
表
者
特
選
句

石
橋
寛
朝
選

　

蒼そ
う
て
ん天

へ　

ひ
か
り
返
し
て　

蜜み
か
ん柑

熟う

る 

梛
山　

て
い

榎
本
楢
代
選

　

薄う
す
も
み
じ

紅
葉　

師し
て
い弟

の
き
ず
な　

時
越
え
て 

須
崎
久
美
子

大
久
保
歌
与
選

　

追
伸
に　

松ま
つ
た
け茸

二
本　

取
り
し
こ
と 

山
本　

要
子

大
平
昭
選

　

木
曽
の
駒こ

ま　

い
と
軽か

ろ

や
か
に　

秋
を
蹴け

る 

久
保　

ひ
ま

和
田
一
潮
選

　

芭
蕉
忌き

や　

夜
更
け
て
開
く　

旅
日
記 

須
崎
久
美
子

第
二
十
九
回
町
民
文
化
祭
協
賛
俳
句
大
会
作
品
集

秋季町民体育大会
　１０月２０（日）町内各体育施設において、
秋季町民体育大会が開催されました。今回は、
ソフトバレーボール、グラウンドゴルフ、小学
生バスケットボールの３種目です。

ソフトバレーボール
●Ａブロック １位　オレンジＣ（熊埜御堂温子、池上京介、小西てるみ、高尾篤）
 ２位　オレンジＡ（森井豊、高岡洋、桧作せい、大川珠代、山形学）
●Ｂブロック １位　ＭＳＶ－Ａ（河合成實、川合しのぶ、堀いづる、前美紀、岡鼻禎代、野地本ゆき）
 ２位　ＯＲＩＯＮ（山口昌宏、下平雅哉、下平有紀、山風呂麻里、山田美嘉、山田佳延）
●Ｃブロック １位　ＲＩＳＥ－Ａ（井奥雅之、片岡浩、白川由美子、更谷久美、山田恵美）　　　 

 ２位　Ｎ・Ｍ３（和田美穂、稲守伸二郎、清水富也、清水由美）

グラウンドゴルフ
　１位　佐野　正己　　２位　佐野　勝子　　３位　宇田　道一
　４位　梅屋　康政　　５位　小山　明

小学生バスケットボール
●男子の部 優　勝　　御浜バスケットボールスポーツ少年団
　　　　　　　　　　　 （宮地優哉、巽勇太、岡鼻亮介、平健人、下野孔亮、下川悼也、伊東大貴、
　　　　　　　　　　　　　福本将久、山口高哉、端地友広、芝野晃伸、下川晃央、長嶺佑亮、佐古裕史、
　　　　　　　　　　　　　崎久保大介）
 準優勝　　鵜殿ミニバスケットスポーツ少年団
●女子の部 優　勝　　御浜バスケットボールスポーツ少年団
　　　　　　　　　　　 （川合里和、中西麻衣子、下川紗貴、長阪英理、山田栞、芝合美菜、平瀬ゆみ、
　　　　　　　　　　　　　山本玲、赤菜月、井上さえか、宇田真美子、岡鼻由奈）
 準優勝　　新宮中央児童館
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みかんピラミッド！？

11/3 ふるさとフェスティバル
御浜 2002

向こう側向こう側

11/3 ふるさとフェスティバル
御浜 2002

手作りもちもあ
っという間に

なくなりました
。

テレビの体操の
お兄さんと一緒

に

おどったよ。

生タマゴ早飲み
競争

これはキツイ！

中高生ボランティアの皆さんも
大活躍してくれました。

大もちまき
「こっちに ほってぇ～」
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10/19 研ナオコ
コンサート

歌にトークに　
 　大もりあがり !

11/2・3  第29回 御浜町民文化祭

わがら元気塾  自主講座（12月分）わがら元気塾  自主講座（12月分）

☆すべて参加料は無料で、町内在住・在勤の方ならどなたでも参加いただけます。
†申し込み・お問合せ先†　教育委員会　わがら元気塾事務局　３－０５２６

日　時 場　所 講　師 対　象 定員 持ち物

きもの着つけ

教　室

12月3日・6日
午後7時～9時

※両日とも出席して
ください。

中　央
公民館

南　賀代子
町内在住・
在勤の方

30名
程度

着物、帯（袋帯、名古屋帯）、帯締め、帯揚
げ、長じゅばん、だて巻き、帯枕、帯板、
洗濯ばさみ1ヶ、腰ひも（3～4本ぐら
い）、コーリンベルト（持っている方）
※着物はどのような種類でも結構です。

お手玉作り

教　室

12月7日（土）
午前10時～正午

志　原
公民館

榎本　宣子
町内在住・在学
の小学4年生
以上

20名
程度

裁縫道具
※材料はこちらで用意します。

コンニャク作り

教　室

12月18日（水）
午後7時～9時

上市木
公民館

久保　久子
町内在住・在勤
の方（小学5年
生～一般）

20名
程度

エプロン、三角巾、持ち帰り用容器
※材料はこちらで用意します。

10/19 研ナオコ
コンサート

歌にトークに　
 　大もりあがり !

11/2・3  第29回 御浜町民文化祭
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クローズ
- UP・みは

まち
ょう
の

みは
まち
ょう
のうの

みは

ージあなたのペー

総務課総務課

身近な話題を

　お寄せください

　　　　行政係

鵜殿署 メ
ー
ル
ボ
ッ
ク
ス

メ
ー
ル
ボ
ッ
ク
ス

鵜殿署

　

第
三
銀
行
御
浜
支
店
の
職
員
で

組
織
す
る
『
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
ク
ラ

ブ
』
が
先
月
、
11
月
３
日
（
日
）

に
開
催
さ
れ
た
、「
ふ
る
さ
と
フ

ェ
ス
テ
ィ
バ
ル
御
浜
」
に
チ
ャ
リ

テ
ィ
ー
バ
ザ
ー
と
し
て
参
加
さ
れ

ま
し
た
。

　

そ
こ
で
得
た
、
バ
ザ
ー
収
益
金

全
額
を
町
の
福
祉
に
役
立
て
て
く

だ
さ
い
と
役
場
を
訪
れ
、
役
場
か

ら
町
の
社
会
福
祉
協
議
会
に
寄
付

さ
れ
ま
し
た
。

年
末
の
交
通
安
全

県
民
運
動

【
期　

間
】

12
月
11
日（
水
）〜

    

12
月
20
日（
金
）ま
で
の

10
日
間

さんぎん ボランティアの皆さん

【
重
点
目
標
】

・
飲
酒
運
転
の
追
放

・
高
齢
者
の
交
通
事
故
防
止

★
交
通
事
故
防
止
に
向
け
て

　

三
重
県
下
で
は
、
飲
酒
運
転
の

車
に
よ
る
死
亡
事
故
が
多
発
し
て

い
ま
す
。

　

ま
た
、
南
牟
婁
郡
内
の
人
身
事

故
に
占
め
る
高
齢
運
転
者
の
割
合

は
、
三
重
県
内
で
一
番
高
い
状
況

に
あ
り
ま
す
。

　

重
点
目
標
を
中
心
と
し
た
呼
び

か
け
を
行
い
、
皆
さ
ん
の
手
で
悲

惨
な
交
通
事
故
を
無
く
し
て
い
き

ま
し
ょ
う
。

※
一
番
星
ラ
イ
ト
運
動
実
施
中
！

〜
夕
暮
れ
時
、
ち
ょ
っ
と
早
め
の

前ラ
イ
ト照

灯
点
灯
〜

地域に貢献

さんぎん

ボランティアクラブ

　

こ
の
チ
ャ
リ
テ
ィ
ー
バ
ザ
ー

は
、
御
浜
町
の
指
定
金
融
機
関
と

し
て
、
何
か
地
域
に
役
立
つ
こ
と

は
出
来
な
い
か
？
と
い
っ
た
職
員

の
思
い
か
ら
始
ま
っ
た
そ
う
で
、

平
成
10
年
「
ふ
る
さ
と
フ
ェ
ス

テ
ィ
バ
ル
御
浜
」
か
ら
参
加
さ

れ
、
そ
の
都
度
、
得
た
収
益
金
全

額
を
町
を
通
じ
、
町
社
協
に
寄
付

し
て
い
た
だ
い
て
お
り
ま
す
。

　

こ
の
チ
ャ
リ
テ
ィ
ー
バ
ザ
ー
品

は
、
職
員
が
各
自
持
ち
寄
っ
た
物

や
関
連
会
社
職
員
な
ど
か
ら
の
提

供
品
だ
そ
う
で
す
。（
品
物
の
確

保
に
は
、
ご
苦
労
も
多
い
と
か

…
）

　

そ
の
ほ
か
に
、
同
ク
ラ
ブ
で

は
、
月
１
回
、
御
浜
支
店
周
辺
の

歩
道
な
ど
の
清
掃
も
行
っ
て
い
る

そ
う
で
す
。

　

ク
ラ
ブ
代
表
の
浜
田
さ
ん
か
ら

は
、
今
後
も
御
浜
町
の
指
定
金
融

機
関
と
し
て
、「
地
域
社
会
に
奉

仕
し
、
信
頼
さ
れ
親
し
ま
れ
る
銀

行
」
を
目
指
し
、
町
の
地
域
イ
ベ

ン
ト
に
積
極
的
な
参
加
を
し
て
い

き
た
い
で
す
ね
、
と
意
欲
を
感
じ

る
言
葉
も
。

　

こ
れ
か
ら
も
、
更
な
る
ボ
ラ
ン

テ
ィ
ア
ク
ラ
ブ
の
活
躍
に
期
待
し

ま
す
。

　

が
ん
ば
っ
て
く
だ
さ
い
！

チャリティー バザーの様子

　

市
木
保
育
所
で
は
、県
の
指
定

を
受
け
、『
モ
デ
ル
園
』と
し
て
食

育
に
関
す
る
取
り
組
み
を
行
っ
て

い
ま
す
。

　
「
食

し
ょ
く
い
く
育
」と
は
、乳
幼
児
期
か
ら

食
べ
る
こ
と
の
意
味
を
理
解
し
、

１
人
ひ
と
り
が
自
分
自
身
で
健
康

を
守
る
こ
と
を
考
え
自
立
的
に
豊

か
な
食
生
活
を
営
む
こ
と
が
で
き

る
能
力
を
育
て
る
こ
と
や
、食
環

境
づ
く
り
を
支
援
・
推
進
す
る
ネ

ッ
ト
ワ
ー
ク
を
充
実
さ
せ
て
い
く

こ
と
。
10
月
に
は
、
み
か
ん
園
で

農
家
の
方
か
ら
、み
か
ん
の
育
て

方
・
種
類
に
つ
い
て
、
お
話
を
聞

い
た
り
、み
か
ん
狩
り
を
体
験
。

　

そ
の
ほ
か
に
も
、み
か
ん
を
使

っ
た
ブ
ロ
ー
チ
作
り
や
簡
単
な
料

理
に
も
挑
戦
！
と
の
こ
と
。

　

園
で
は
、こ
の
よ
う
な
取
り
組

み
を
通
じ
て
、
子
供
た
ち
に「
食

べ
る
楽
し
さ
」「
食
べ
物
の
大
切

さ
」を
少
し
で
も
伝
え
て
い
け
れ

ば
と
、願
っ
て
い
ま
す
。

市
木
保
育
所
が
取
り
組
む

『
食
育
モ
デ
ル
園
』事
業
に
つ
い
て
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　１０月２０日（日）、御浜町福祉健康センターで、御

浜町社会福祉協議会及び御浜町ボランティア連絡協議

会主催の「ふれあい広場」が開催されました。

　この催しは、今年で 2年目、『みる・ふれる・体験する』

がテーマで、車イス、点字・手話など福祉ならではの

体験コーナーから陶芸教室、万華鏡作りなど物を作る

楽しさを体験するコーナーまで…。

　参加された方は、さまざま体験を通し、福祉やボラ

ンティアに対する理解を深めていただけたのではない

でしょうか。

（平成14年９月１日～30日届出分）

PLAY  BACK  TOPICS

瀬古　菜
は ず な

津奈ちゃん

達也さ
ん・めぐみさ

ん 

   神志山  



下川　将
まさき

輝く
ん

力大さ
ん・利嘉さ

ん 

   阿田和  



10月のできごと

ふれあい広場

赤　敬
けいせい

生く
ん

勝正さ
ん・真砂恵さ

ん 

   市　木  



道の駅フェスタ 秋
（み か ん 祭 り）

１０月２６日（土）、道の駅「パーク七里御浜」で道の

駅フェスタ秋（みかん祭り）が開催されました。

　当日は、みかん娘とジャンケン大会、サイコロふっ

てみかんをゲット！、みかん数当てクイズ、みかん袋

づめコンテストなどなど…、『みかんの町』のイメージ

を、強く観光客にピーアール！

　そのほか、熊野ジェンベ楽団イサトによるアフリカ

パーカッションの演奏などもあり、訪れたお客さんも

足を止め、耳を傾けていました。

点
字
を
教
わ
る

　

子
供
た
ち（
き
っ
と
役
だ
つ
よ
！
）

や
っ
た
ぁ
！
サ
イ
コ
ロ

　
　
　

ゾ
ロ
目
で「
み
か
ん
」ゲ
ッ
ト

統
一
柑
橘
選
果
場
の
見
学

小学生かんきつ現地学習会
　１０月２１日（月）、町内の小学３年生１

１３人を対象に、かんきつ学習会が開催さ

れました。これは、御浜町の将来を担う子

どもたちの健全育成と、ふるさとの産業に

対する理解を深めることを目的に行われた

ものです。

　当日はあいにくの雨模様で、残念ながら、

市木パイロットでのみかんの採果は行えま

せんでしたが、統一柑橘選果場やオレンジ

プラザを見学したり、阿田和公民館で説明

を聞いたりと、みかんについてじっくり学

んだ一日でした。
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編集／総務課行政係

表紙 のことば

お
買
い
物
は　
　
　
　
　
　
　
　

ぜ
ひ
町
内
の
お
店
を　
　
　
　
　
　

ご
利
用
下
さ
い
ネ
。

編集／総務課行政係
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「No.1 はキミだ」優勝者の奥地信之さんと生駒美津子さん

平成１４年12月１日発行

　ふるさとフェスティバル
「№１はキミだ」のスナッ
プ。この洗濯バサミ、相当
痛いらしいです。他にも、
氷水に顔をつけたり生タマ
ゴを飲んだり等、過酷な種
目が続きました。「こんな
のもうこりごり･･･。」と言
わず、来年も参加してくだ
さいね。

Photo　七里御浜
　　　 サンバーンビーチにて

「痛っ
！！」

まちの
風物詩

11月１日現在　人口 10，277人（－21人） 男4，790人　女5，487人　世帯数4，262戸

年中 のとれる町この広報紙は再生紙を使用しています

が
走
る
12
月
！

師
走
と
聞
い
た
だ
け
で
気
も

そ
ぞ
ろ
と
な
り
、
何
か
と
気
ぜ
わ

し
い
月
で
す
。
朝
夕
の
気
配
が
日

に
日
に
変
わ
る
の
を
身
を
も
っ
て

実
感
す
る
の
も
、
こ
の
時
期
。
今

年
も
残
り
わ
ず
か
、
年
末
を
控
え
、

慌
し
い
毎
日
を
お
過
ご
し
の
方
も

多
い
と
は
思
い
ま
す
が
、
年
末
・

年
始
を
楽
し
く
過
ご
し
た
い
と
願

う
の
は
、
誰
も
同
じ
で
す
よ
ね
。

そ
の
た
め
に
も
、
風
邪
な
ど
を
ひ

か
な
い
よ
う
体
調
の
管
理
（
お
酒

の
飲
み
す
ぎ
も
…
）、
そ
し
て
「
交

通
安
全
」
や
「
火
の
取
り
扱
い
」

に
も
充
分
に
注
意
し
て
く
だ
さ
い
。

　

そ
れ
で
は
皆
さ
ん
、
一
足
早
い

で
す
が
、
よ
い
お
年
を
お
迎
え
く

だ
さ
い
。

人

【
日
時
】

12
月
８
日
（
金
）
午
後
５
時
〜

【
場
所
】

　

道
の
駅
「
パ
ー
ク
七
里
御
浜
」

☆
満
天
の
星
、
イ
ル
ミ
ネ
ー
シ
ョ

　

ン
の
光
の
中
で
、
地
元
ア
マ
チ

　

ュ
ア
バ
ン
ド
の
素
敵
な
演
奏
は

　

い
か
が
で
す
か
？

◆ 

出
演
す
る
バ
ン
ド
は
、「N

O
 

H
U

N
K

!

」「P
R

M

」「
や
ろ

う
ズ
」
で
す
。

◆
あ
っ
た
か
〜
い
「
や
き
い
も
」

な
ど
の
販
売
も
予
定

※
恒
例
の
「
道
の
駅
」
イ
ル
ミ
ネ

ー
シ
ョ
ン
飾
り
つ
け
は
、
12

月
１
日
〜
翌
年
１
月
８
日
ま
で

実
施
！

道
の
駅
フ
ェ
ス
タ  

冬


イ
ル
ミ
ネ
ー
シ
ョ
ン

音
と
光
の
祭
典

 


